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宮
中
真
言
院
は
、
平
安
京
の

大だ
い
だ
い
り

内
裏
に
あ
っ
た
修
法
道
場
で

す
。
宮
中
真
言
院
、
修
法
院
、

曼
荼
羅
道
場
と
も
い
い
ま
す
。

8
3
4
年
(承
和
1
)12
月
、

空
海
の
上
奏
に
よ
り
、
唐
の
内

道
場
に
擬
し
て
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
明
治
時
代
に
入

り
、
廃
仏
毀
釈
の
影
響
で
、
宮

中
真
言
院
は
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

宮
中
真
言
院
で
行
わ
れ
て
い

た
、
後ご

し
ち
に
ち
み
し
ほ

七
日
御
修
法
等
の
祭

祀
は
、
東
寺
に
て
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

平安京大内裏（平安京）

1
　﹁
宮
中
真
言
院
﹂
と
は
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大だ
い
だ
い
り

内
裏
と
は
、
平
安
京
の
宮
城
で
、
12
世
紀
以
降
、
宮
城
内

の
天
皇
在
所
で
あ
る
内
裏
を
「
大
内
裏
」
と
表
記
し
て
い
ま

し
た
。
平
安
京
の
北
辺
中
央
に
位
置
し
ま
す
。

政
変
や
失
火
の
為
、
た
び
た
び
焼
失
し
、
平
安
末
期
頃
か
ら

再
建
さ
れ
て
お
ら
ず
、
1
2
2
7
年
（
安
貞
元
年
）
に
は

つ
い
に
大
内
裏
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
す
る
火
災
が
発
生
し
、

こ
れ
以
後
再
建
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
跡
地
は
内
野
と
呼
ば

れ
る
荒
れ
地
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

幕
末
ま
で
天
皇
が
住
ん
だ
京
都
御
所
は
、
1
3
3
1
年
に

光
厳
天
皇
が
里
内
裏
だ
っ
た
土
御
門
東
洞
院
殿
を
皇
居
と
し

て
定
め
た
も
の
で
す
。

2
﹁
大
内
裏
﹂
と
は

『年中行事絵巻』に描かれた宮中真言院

８
０
４
年
、
遣
唐
使
の
留
学
僧
と
し
て
唐
に
わ
た
っ
た
空
海

は
、
密
教
の
第
七
祖
で
あ
る
恵
果
和
尚
に
師
事
し
ま
す
。

空
海
が
留
学
し
た
時
代
、
唐
で
は
、
密
教
は
全
盛
を
極
め
、

皇
帝
以
下
の
高
官
が
灌
頂
を
受
け
、
ま
た
宮
中
に
は
内
道
場

が
設
け
ら
れ
、さ
ら
に
城
内
、城
外
に
念ね

ん
じ
ゅ
ど
う
じ
ょ
う

誦
道
場
を
設
け
て
、

鎮
護
国
家
の
念
誦(

修
法)

が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

類
ま
れ
な
才
能
を
も
っ
て
い
た
空
海
は
、
わ
ず
か
３
个
月
で

阿あ
じ
ゃ
り
い

闍
梨
位
の
灌か

ん
じ
ょ
う頂

を
受
け
、
恵け

い
か果

の
後
継
者
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
わ
ず
か
２
年
後
の
８
０
６
年
に
、
空
海
は
、
帰
国

の
途
に
つ
き
、
朝
廷
に
対
し
て
『
請
来
目
録
』
を
提
出
し
ま

し
た
。
そ
の
目
録
に
は
、
膨
大
な
量
の
密
教
経
典
類
が
あ
り

ま
し
た
が
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
中
に
、
曼
荼
羅
や

祖
師
の
影
像
を
中
心
に
多
く
の
絵
画
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。

空
海
は
こ
れ
ら
の
絵
画
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
し

て
い
ま
す
。

〝
仏
法
は
、
本
来
、
言
葉
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
言

葉
で
な
く
て
は
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
色
や
形

を
も
っ
て
は
い
な
い
が
、
色
や
形
で
も
っ
て
初
め
て
悟
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
と
く
に
密
教
は
、
深
玄
で
あ
る
の

で
、
言
葉
だ
け
で
は
あ
ら
わ
し
が
た
い
。
よ
っ
て
そ
の
不
十

分
な
と
こ
ろ
は
図
画
で
示
す
の
で
あ
る
〞

６
世
紀
の
仏
教
伝
来
以
来
、
日
本
の
国
内
で
は
仏
教
が
広
く

普
及
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
制
作
さ
れ
た
仏
像
は
ほ
と

ん
ど
が
彫
刻
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
空
海
に
よ
っ
て
純
密
と
言

わ
れ
る
本
格
的
な
密
教
が
請
来
さ
れ
る
と
、以
後
の
造
像
は
、

絵
画
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
火
災
に
よ
っ
て
ほ

と
ん
ど
の
絵
画
は
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

3
　﹁
宮
中
真
言
院
﹂
の
建
立
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空
海
は
、
８
３
４
年
、
唐
の
内
道
場
に
あ
た
る
も
の
を
宮
中

に
つ
く
り
、
真
言
宗
最
高
の
秘
儀
と
さ
れ
る
後ご

し
ち
に
ち
み
し
ほ

七
日
御
修
法

を
宮
中
で
行
う
こ
と
を
奏
請
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
応
じ
て
、
平
安
京
大
内
裏
中
和
院
の
西
に
「
宮
中
真

言
院
」
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

真
言
院
は
、
両
界
曼
荼
羅
と
共
に
、
五
大
明
王
（
尊
）
の
絵

が
掛
け
ら
れ
、
大
力
動
を
具
え
た
壮
麗
な
空
間
で
し
た
。
そ

し
て
、
翌
８
３
５
年
、
１
月
８
日
よ
り
宮
中
で
後
七
日
御
修

法
が
修
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
御
修
法
は
真し

ん
ご
ん
い
ん
み
し
ほ

言
院
御
修
法
と
も

呼
ば
れ
、
通
称
は
御み

し

ほ
修
法
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

８
３
５
年
に
空
海
が
宮
中
に
お
い
て
、
国こ

っ
か
あ
ん
た
い

家
安
泰
・

玉ぎ
ょ
く
た
い
あ
ん
の
ん

体
安
穏
・
万ば

ん
み
ん
ぶ
ら
く

民
豊
楽
を
祈
っ
て
か
ら
、
毎
年
、
宮
中
の
恒

例
行
事
と
し
て
正
月
に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

御み

し

ほ
修
法
は
、
南
北
朝
時
代
の
戦
乱
期
等
に
何
度
か
中
断
し
な

が
ら
も
、
国
家
を
鎮
護
す
る
最
重
要
の
儀
式
と
し
て
執
り
行

わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

こ
の
最
初
の
御み

し

ほ
修
法
か
ら
、
わ
ず
か
２
ヵ
月
後
、
空
海
は
、

入
滅
し
ま
し
た
。
享
年
62
歳
で
し
た
。

平安京大内裏（平安京）　真言院内部

密
教
の
歴
史

初
期
密
教
（
雑
密
）
は
、
祭
祀
宗
教
で
あ
る
バ
ラ
モ
ン
教
の

マ
ン
ト
ラ
に
影
響
を
受
け
て
、
各
仏
尊
の
真
言
・
陀
羅
尼
を

唱
え
る
こ
と
で
現
世
利
益
を
心
願
成
就
す
る
も
の
で
し
た

が
、８
世
紀
に
な
る
と
、理
論
体
系
化
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。

釈
尊
（Bhagavān

）
が
説
法
す
る
形
式
を
と
る
大
乗
経
典
と

は
異
な
っ
て
、
そ
の
別
名
を
大
日
如
来
と
呼
ぶ
、
大
毘
盧
遮

那
仏
（M

ahāvairocana

）
が
説
法
す
る
形
で
密
教
経
典
を

編
纂
し
て
い
き
ま
し
た
。

『

大

日

経

』

や
『

金

剛

頂

経

』

（Sarvatathāgatatattvasaṃ
graha

）、
ま
た
そ
の
註
釈
書
が

成
立
す
る
と
、
多
様
な
仏
尊
を
擁
す
る
密
教
の
世
界
観
を
示

す
曼
荼
羅
が
誕
生
し
、
一
切
如
来
（
大
日
如
来
を
中
心
と
し

た
五
仏
：
五
智
如
来
）
か
ら
あ
ら
ゆ
る
諸
尊
が
生
み
出
さ
れ

る
と
い
う
形
で
、
密
教
に
お
け
る
仏
尊
の
階
層
化
・
体
系
化

が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
『
金
剛
頂
経
』
の
密
教

が
後
期
イ
ン
ド
密
教
の
主
流
を
形
成
す
る
に
い
た
り
、
13
世

紀
初
頭
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
破
壊
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
仏

教
が
滅
亡
す
る
ま
で
、
密
教
は
と
く
に
北
イ
ン
ド
の
パ
ー
ラ

王
朝
の
庇
護
の
も
と
に
隆
盛
を
き
わ
め
ま
し
た
。

９
世
紀
に
イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
入
っ
た
パ
ド
マ
サ
ン
バ

ヴ
ァ
が
伝
え
た
密
教
は
、
土
着
の
ボ
ン
教
と
習
合
し
、
チ
ベ

ッ
ト
独
自
の
密
教
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
８
４
１
年
、
ラ
ン

ダ
ル
マ
王
が
破
仏
を
行
い
、
長
い
衰
退
期
を
む
か
え
ま
す
。

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
復
興
の
た
め
に
、
1
0
4
0
年
、
イ
ン

ド
＝
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
僧
院
の
大
学
堂
長
ア
テ
ィ
シ
ャ
が

招
請
さ
れ
て
入
蔵
し
ま
し
た
。
ア
テ
ィ
シ
ャ
は
、
西
チ
ベ
ッ

ト
の
ト
リ
ン
寺
に
お
い
て
『
菩
提
道
燈
論
』
を
著
し
、
チ
ベ

ッ
ト
で
伝
道
を
続
け
、
チ
ベ
ッ
ト
密
教
は
復
興
を
果
た
し
ま

し
た
。

4
　
密
教
の
歴
史
と
︑
両
界
曼
荼
羅
・
五
大
明
王
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さ
ら
に
、14
世
紀
末
に
は
、ツ
ォ
ン
カ
パ（
宗
喀
巴
）が
出
て
、

従
来
の
仏
教
各
派
の
非
道
徳
な
面
を
改
め
る
宗
教
改
革
を
行

い
、
新
教
黄
帽
派
（
ゲ
ー
ル
ク
派
）
を
始
め
ま
し
た
。
ツ
ォ

ン
カ
パ
は
弟
子
の
う
ち
，
ゲ
ド
ゥ
ン
・
ト
ゥ
ブ
パ
と
ケ
ー
ト

ゥ
ブ
・
ジ
ェ
の
二
人
を
選
び
法
燈
を
伝
え
た
が
、
前
者
は
観

世
音
菩
薩
の
化
身
ダ
ラ
イ
＝
ラ
マ
、
後
者
は
阿
彌
陀
仏
の
化

身
パ
ン
チ
ェ
ン
＝
ラ
マ
と
し
て
代
々
転
生
さ
れ
今
日
に
い
た

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
チ
ベ
ッ
ト
に
独
自
に
発
達
し
た
密
教
は
、
清
朝
の

政
策
と
相
ま
っ
て
し
だ
い
に
内
外
蒙
古
に
広
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
チ
ベ
ッ
ト
を
中
心
に
、
蒙
古
、
中
国
の
青
海
省
・

四
川
省・甘
粛
省・西
康
省
、
イ
ン
ド
の
ラ
ダ
ク・シ
ッ
キ
ム・

ヒ
マ
チ
ャ
ル
プ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
、
シ

ベ
リ
ア
の
バ
イ
カ
ル
湖
南
部
な
ど
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

両
界
曼
荼
羅
の
成
立

「
大
日
経
」
と
「
金
剛
頂
経
」
を
絵
図
と
し
て
表
現
し
た
の

が
「
金
剛
界
曼
荼
羅
」
と
「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
」
で
、
二
つ
の

曼
荼
羅
で
、
一
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
金
剛
」
と
は
、
知

恵
が
堅
固
で
壊
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
九
種
類
の
曼
荼
羅

を
一
つ
の
絵
に
し
て
い
る
の
で
、
別
名
「
九
会
曼
荼
羅
」
と

も
言
い
ま
す
。「
胎
蔵
」
と
は
、
人
間
の
も
つ
菩
薩
心
や
、

胎
児
の
よ
う
に
慈
悲
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

中
唐
の
時
代
、
中
イ
ン
ド
出
身
の
善
無
畏
（
イ
ン
ド
名
：
シ

ュ
バ
カ
ラ
シ
ン
ハ・6
3
9
～
7
3
5
）
が
来
唐
し
て
『
大

日
経
』
を
、
南
イ
ン
ド
出
身
の
金
剛
智
（
イ
ン
ド
名
：
ヴ
ァ

ジ
ュ
ラ
ボ
ー
デ
ィ・6
7
1
～
7
4
1
）
が
来
唐
し
て
、『
金

剛
頂
経
』
の
一
部
を
翻
訳
し
ま
し
た
。
金
剛
智
の
弟
子
の
不

空
（
7
0
5
～
7
7
4
）
も
ま
た
、
多
数
の
密
教
経
典
を

翻
訳
し
、唐
密
教
の
全
盛
期
を
迎
え
た
。
そ
の
弟
子
恵
果
は
，

両
界
（『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』
の
密
教
）
を
完
成
し
、
現

図
の
胎
蔵
，
金
剛
界
の
両
界
曼
荼
羅
を
完
成
し
ま
し
た
。
こ

の
両
界
曼
荼
羅
が
恵
果
の
弟
子
で
あ
る
空
海
に
よ
っ
て
日
本

に
も
た
ら
さ
れ
、真
言
宗
の
本
尊
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

唐
の
密
教
は
、
禅
や
念
仏
（
浄
土
教
）
に
押
さ
れ
て
衰
退
・

途
絶
し
て
い
ま
す
。

４　密教の歴史と、両部曼荼羅・五大明王。

「
マ
ン
ダ
ラ
」
と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も
と
密
教
の
絶
対
的

真
理
、
本
質
を
絵
図
で
表
現
し
た
も
の
を
言
い
ま
す
が
、
今

で
は
、
一
般
的
に
、
全
体
性
を
持
っ
た
宇
宙
観
、
世
界
観
も

意
味
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

心
理
学
者
の
C
.
G
.

ユ
ン
グ
は
、
深
層
心
理
の
象
徴
表

現
の
一
つ
と
し
て
マ
ン
ダ
ラ
図
を
よ
く
用
い
ま
し
た
。
ユ
ン

グ
は
「
人
の
集
合
的
無
意
識
の
中
か
ら
秩
序
、
均
衡
、
全
体

性
を
表
現
し
た
絵
図
（
マ
ン
ダ
ラ
）
が
現
れ
る
。
マ
ン
ダ
ラ

は
聖
な
る
宗
教
観
念
や
哲
学
的
理
念
を
表
現
し
て
い
る
」
と

言
っ
て
心
理
治
療
に
取
り
入
れ
、
効
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

五
大
明
王

五ご
だ
い
み
ょ
う
お
う

大
明
王
は
、
仏
教
に
お
け
る
信
仰
対
象
で
あ
り
、
密
教
特

有
の
尊
格
で
あ
る
明
王
の
う
ち
、
中
心
的
役
割
を
担
う
五
名

の
明
王
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
本
来
は
別
個
の
尊
格

と
し
て
起
こ
っ
た
明
王
た
ち
が
、
中
心
と
な
る
不
動
明
王
を

元
に
し
て
配
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。「
明
」
は
、
智
恵
の
光

明
を
意
味
し
、「
王
」
は
、
密
教
に
お
い
て
最
重
要
な
も
の

と
し
て
尊
ば
れ
ま
す
。
明
王
は
一
般
に
忿
怒
の
形
相
を
し
て

い
ま
す
。

日
本
で
は
、
密
教
が
平
安
時
代
前
期
に
隆
盛
し
、
五
壇
法
の

本
尊
と
し
て
五
大
明
王
が
祀
ら
れ
、
全
国
各
地
の
寺
で
、
盛

ん
に
造
像
さ
れ
ま
し
た
。
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そ
の
1

鎮
護
国
家
の
た
め
の

最
重
要
の
儀
式

８
３
５
年
１
月
８
日
、空
海
に
よ
り
宮
中
で
後ご

し
ち
に
ち
み
し
ほ

七
日
御
修
法
が
修
さ
れ
ま
し
た
。空
海
が
宮
中

に
て
、国こ

っ
か
あ
ん
た
い

家
安
泰
・
玉ぎ

ょ
く
た
い
あ
ん
の
ん

体
安
穏
・
万ば

ん
み
ん
ぶ
ら
く

民
豊
楽
を
祈
っ
て
か
ら
、毎
年
、宮
中
の
恒
例
行
事
と
し
て

正
月
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

御み

し

ほ
修
法
は
、南
北
朝
時
代
の
戦
乱
期
や
応
仁
の
乱
以
後
な
ど
に
何
度
と
な
く
中
断
し
な
が
ら

も
、明
治
維
新
ま
で
国
家
を
鎮
護
す
る
最
重
要
の
儀
式
と
し
て
執
り
行
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

5
　
宮
中
後ご

し

ち

に

ち

み

し

ほ

七
日
御
修
法
の
再
現

国
家
を
鎮
護
す
る
た
め
の
最
重
要
の
儀
式

後
七
日
御
修
法
の
意
義

1
、『
国
家
安
泰
』　

国
家
が
安
泰
で
あ
る
こ
と
。

2
、『
玉
体
安
穏
』　

天
皇
の
身
体
が
や
す
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

3
、『
万
民
豊
楽
』　

全
て
の
万
民
が
、
豊
か
に
暮
ら
し
、
生
き
る
こ
と
を
楽
し
む
こ
と
。

後
七
日
御
修
法
の
歴
史

８
３
５
年
１
月
８
日
、
宮
中
に
て
空
海
に
よ
り
鎮
護
国
家
の
た
め
に
執
り
行
わ
れ
る
。

南
北
朝
時
代
の
混
乱
等
に
よ
り
度
々
中
止
。

応
仁
の
乱
後
は
、
1
7
0
年
に
渡
り
中
止
。

1
6
2
3
年
1
月
8
日
、
後
水
尾
天
皇
の
尽
力
に
よ
り
復
活
。

1
8
7
1
年
（
明
治
4
年
）
に
廃
仏
棄
釈
の
影
響
に
よ
り
廃
止
。

1
8
8
3
年
（
明
治
16
年
）
1
月
8
日
釈
雲
照
ら
の
嘆
願
に
よ
り
東
寺
に
て
復
活
。

現
在
、
宮
中
で
は
、
後
七
日
御
修
法
は
、
執
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。

５　宮中後七日御修法の再現。



25 24

胎蔵界曼荼羅 (右）
金剛界曼荼羅 (左）

外寸：１910 ｍｍ × 2100 ｍｍ
作：セラブ・シェルパ氏 ( ネパール )
所蔵： 七沢賢治

胎
蔵
界
曼
荼
羅
（
右
）

金
剛
界
曼
荼
羅
（
左
）

そ
の
2

宮
中
真
言
院

両
界
曼
荼
羅
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絨毯　裏面　ドット絵のようになっている 絨毯　表面

胎蔵界曼荼羅絨毯
金剛界曼荼羅絨毯

外寸：2900mｍ × 3100 ｍｍ
製作地：イスファハン ( イラン )
所蔵：七沢賢治
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そ
の
3

宮
中
真
言
院
五
大
明
王

金
剛
夜
叉
明
王

降
三
世
明
王

不
動
明
王

軍
荼
利
明
王

大
威
徳
明
王

（
右
か
ら
）

五大明王絵 全て
外寸：880 ｍｍ × 1440 ｍｍ
作：セラブ・シェルパ氏 ( ネパール )
所蔵：七沢賢治

五大明王絵 ( Ⅰ ) 五大明王絵 ( Ⅱ ) 五大明王絵 ( Ⅳ )五大明王絵 ( Ⅲ )五大明王絵 ( Ⅴ )
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五
大
明
王
絵
（
Ⅰ
）

不ふど
う
み
ょ
う
お
う

動
明
王

阿
閃
如
来
の
命
を
受
け
、
不
動
明
王
の
次
格
と
な
り
ま
す
。
金
剛
薩
埵
菩
薩
の
化
身
。

過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
と
、
貧
、
瞋し

ん
、
痴
を
降
伏
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
名
が
つ
き
ま
し
た
。

降ご
う
ざ
ん
ぜ
み
ょ
う
お
う

三
世
明
王

五
大
明
王
絵
（
Ⅱ
）

密
教
で
は
、大
日
如
来
の
化
身
と
し
て
、明
王
の
中
で
最
高
位
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
大
明
王
の
中
心
で
す
。



35 34

宝
生
如
来
の
命
で
、
疫
病
を
も
た
ら
す
毘
那
夜
迦
天
を
調
伏
す
る
明
王
で
す
。

五
大
明
王
絵
（
Ⅲ
）

軍ぐん
だ
り
み
ょ
う
お
う

荼
利
明
王

不
空
成
就
如
来
の
命
で
、
敵
や
悪
を
喰
ら
い
尽
く
し
て
善
を
護
る
、

聖
な
る
力
の
明
王
で
す
。

金こ
ん
ご
う
や
し
ゃ
み
ょ
う
お
う

剛
夜
叉
明
王

五
大
明
王
絵
（
Ⅳ
）
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五
大
明
王
絵
（
Ⅴ
）

大だい
い
と
く
み
ょ
う
お
う

威
徳
明
王

阿
弥
陀
如
来
の
命
を
受
け
悪
の
一
切
を
調
伏
さ
せ
ま
す
。
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宮
中
後ご

し

ち

に

ち

み

し

ほ

七
日
御
修
法
再
現
の
様
子

平
成
25
年
、
祝
殿
に
お
け
る

護摩供養

6



も
く
じ

【
宮
中
後
七
日
御
修
法
】
再
現
に
お
け
る
、

七
沢
代
表
の
︿
は
ふ
り
め
く
﹀
講
話

7
目

次

<

は
ふ
り
め
く>

講
話
か
ら
…

0
3
0
9
話

：

2
0
1
8
年
1
月
7
日
……
…
…
…
…
…
42

<

は
ふ
り
め
く>

講
話
か
ら
…

0
3
1
0
話

：

2
0
1
8
年
1
月
8
日
……
…
…
…
…
…
44

◇
後
七
日
御
修
法
で
の
代
表
挨
拶
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
44

◇
密
教
の
戦
闘
的
強
さ
を
と
り
い
れ
た
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
44

◇
両
界
曼
荼
羅
と
い
う
シ
ス
テ
ム
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
45

◇
十
二
神
将
の
図
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46

◇
仏
も
元
々
は
神
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
47

◇
機は
た
お
か
し
の
か
み

置
神

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

◇
貨
幣
価
値
と
し
て
も
高
価
な
も
の
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

<

は
ふ
り
め
く>

講
話
か
ら
…

0
6
5
2
話

：

2
0
1
8
年
12
月
11
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

◇
H
さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

◇
あ
れ
は
ネ
パ
ー
ル
の
絵
師
が
描
い
た
ん
で
す
け
ど
ね
……
…
…
…
…
50

◇
も
と
も
と
天
皇
の
玉
体
の
安
寧
と
、
国
家
安
泰
を
祈
る
た
め
に
…
…
…
…
51

◇
ち
ょ
う
ど
中
間
の
よ
う
な
も
の
が
曼
荼
羅
だ
と
思
う
の
で
す

………
…
…
52

<

は
ふ
り
め
く>

講
話
か
ら
…

0
6
8
0
話

：

2
0
1
9
年
1
月
10
日
………
…
…
…
…
…
55

◇
Y
さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
55

◇
御
所
の一角
に
宮
中
真
言
院
が
あ
っ
た
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
55

◇
五
大
明
王
と
両
界
曼
荼
羅
に
囲
ま
れ
て
お
祓
い
を
あ
げ
た
ら
……
…
…
56

<

は
ふ
り
め
く>

講
話
か
ら
…

0
6
8
4
話

：

2
0
1
9
年
1
月
15
日
………
…
…
…
…
…
58

◇
天
皇
の
玉
体
の
安あ
ん
の
ん穏

を
祈
る
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
58

◇
斑ま
だ
ら
こ
ま
駒
と
曼
荼
羅
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
59

◇
命
の
源
を
五
行
、
五
大
明
王
と
解
釈
し
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
60

◇
︿
父
韻
と
母
音
と
子
音
﹀
生
成
の
概
念
……
…
…
…
…
…
…
…
…
60

◇
空
海
の
真
言
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
61



０
1
話

43 42

01
　
　
　
　
　
　

講
話
か
ら
…

0
3
0
9
話
：
2
0
1
8
年
1
月
7
日

明
日
、
五
大
明
王
祭
祀
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
五
行
で
あ
る
し
、︿
あ
い
う
え
お
﹀
な
ん
で
す
ね
。
真
言
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

神
の
言
葉
に
な
り
ま
す
。
空
海
さ
ん
は
唐
か
ら
2
つ
の
マ
ン
ダ
ラ
を
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
元
は
真
言
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
ね
。
そ
れ
で
、
明
日
か
ら
一
週
間
、
五
大
明
王
と
胎
蔵
・
金
剛
／
両
界
曼
荼
羅
を
祀
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
れ
を
言
葉
の
元

の
母
音
の
五
音
で
あ
り
、
父
韻
の
八
音
で
あ
り
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
の
組
み
合
わ
せ
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
五
十
音
と
い
う
も
の
の
、

言
葉
の
最
小
単
位
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
物
が
作
ら
れ
て
い
く
元
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
一
つ
の
歴
史
な
の
で
す
け
れ
ど
も
。

今
、
我
々
は
言
葉
の
最
小
単
位
を
父
韻
、
母
音
、
子
音
と
い
う
一
音
か
ら
、
更
に
細
か
く
し
て
い
く
と
い
う
の
か
、
言
霊
と
い
う
も
の

を
よ
り
精
緻
に
言
葉
の
最
小
単
位
を
一
段
階
、
細
か
く
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
今
、

新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
言
霊
、
あ
る
い
は
言
語
と
い
う
も
の
が
、
古
事
記
の
中
か
ら
、
神
々
の
名
前
・
働
き
を
探
し
て
き
て
、
そ
の
暗
号

を
解
い
て
、
そ
し
て
、
父
韻
の
神
、
母
音
の
神
、
子
音
の
神
と
い
う
ね
・
・
・
。
も
ち
ろ
ん
、
有
性
生
殖
は
三
位
一
体
で
、
キ
リ
ス
ト
教

の
よ
う
に
三
位
一
体
が
、
聖
霊
と
い
う
ゴ
ー
ス
ト
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
ね
。
日
本
語
は
そ
こ
が
非
常
に
簡
単
で
、
父
韻
あ

る
い
は
母
音
、
子
音
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
音
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を

古
事
記
の
中
で
、
そ
う
い
う
五
十
音
と
い
う
も
の
を
探
っ
た
も
の
が
言
霊
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

言
霊
と
い
う
も
の
は
、
五
十
音
の
元
だ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
神
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
隠
さ
れ
て

い
た
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。
今
度
は
父
韻
と
い
う
も
の
、
母
音
と
い
う
も
の
、
子
音
と
い
う
も
の
が
古
事
記
の
中

に
隠
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
使
っ
て
、
一
つ
の
時
代
に
あ
っ
た
伝
え
方
が
で
き
る
の
は
、
古

神
道
の
良
い
と
こ
ろ
と
い
う
か
ね
。
定
義
し
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
時
、
そ
の
時
代
で
伝
え
る
と
い
う
こ
と
を
、
気
付
い
た
だ
け
を
伝
え

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
ね
・
・
・
。

で
す
か
ら
、
仏
教
と
い
う
も
の
が
入
っ
て
き
て
も
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
取
り
入
れ
て
、
そ
し
て
、
そ
の
宮
中
真
言
院
と
い
う
形
で
、

五
大
明
王
を
器
教
と
し
て
、
そ
の
五
行
、︿
あ
い
う
え
お
﹀
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
神
道
の
連
続

の
中
で
伝
え
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
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講
話
か
ら
…

0
3
1
0
話
：
2
0
1
8
年
1
月
8
日

◇
後
七
日
御
修
法
で
の
代
表
挨
拶

お
楽
に
し
て
く
だ
さ
い
。
だ
い
た
い
、
こ
の
絨
毯
の
マ
ン
ダ
ラ
が
、
こ
の
絨
毯
を
織
っ
た
の
が
イ
ラ
ン
の
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
で
、
東
ア
ジ

ア
と
西
ア
ジ
ア
が
、シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
が
平
和
に
な
る
と
中
近
東
が
戦
争
に
な
る
と
い
う
、こ
う
い
う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー

ム
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
今
、
東
ア
ジ
ア
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
で
あ
る
け
ど
、
正
月
か
ら
金
正
恩
主
席
が
平
和
戦
略
を
と
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
そ
こ
ま
で
持
っ
て
い
く
ま
で
彼
ら
の
戦
略
で
も
、
ま
あ
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
お
い
て
。

◇
密
教
の
戦
闘
的
強
さ
を
と
り
い
れ
た

ち
ょ
う
ど
、
こ
の
五
大
明
王
も
勇
ま
し
い
と
い
う
か
で
す
ね
。
元
々
こ
れ
は
密
教
と
い
う
の
は
7
世
紀
く
ら
い
の
、
イ
ス
ラ
ム
教
と

同
じ
く
ら
い
の
歴
史
で
、
仏
教
の
中
で
密
教
は
始
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
イ
ス
ラ
ム
教
は
コ
ー
ラ
ン
か
剣
か
ど
っ
ち
か
を
と
れ
と
い
う
ふ
う

に
や
っ
て
き
た
。
要
す
る
に
、
イ
ン
ド
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
大
陸
で
は
、
争
い
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
密
教
は
、
先
鋭
的

戦
闘
的
宗
教
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
五
大
明
王
は
、
ほ
と
ん
ど
剣
と
か
武
具
を
身
に
着
け
て
い
る
姿
を
し
て
い
ま
す
ね
。
し
か
も
手
も
た

く
さ
ん
あ
る
し
、
そ
う
い
う
何
と
い
う
か
非
常
に
戦
時
的
と
い
う
か
。

そ
れ
を
そ
の
部
分
の
強
さ
を
、
神
道
は
借
り
て
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
後
七
日
御
修
法
と
い
う
、
正
月
の
七
日
は
白
川
で

や
っ
て
、あ
と
は
真
言
密
教
で
や
る
と
い
う
か
、玉
体
の
安
泰
、健
康
の
問
題
と
祖
国
の
安
寧
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、そ
う
い
う
こ
と
を
願
っ

て
お
祭
り
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
仏
教
は
、
非
常
に
こ
う
戦
闘
的
な
密
教
に
あ
る
ん
で
す
ね
。
木
火

土
金
水
の
金
な
ん
か
は
金
属
を
手
に
持
つ
武
器
と
し
て
、
説
教
者
が
敵
に
対
し
て
投
げ
つ
け
る
も
の
が
、
密
教
の
法
具
で
す
ね
。
金こ
ん
ご
う
し
ょ

剛
杵

の
独ど
っ
こ
し
ょ

鈷
杵
、
五ご
こ
し
ょ

鈷
杵
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
仏
様
に
心
の
煩
悩
を
打
ち
砕
く
法
具
と
し
て
お
祈
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど

も
。
一
方
で
は
投
げ
つ
け
る
戦
闘
用
具
と
し
て
も
存
在
す
る
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
思
い
っ
き
り
名
前
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
軍ぐ
ん
だ
り
み
ょ
う
お
う

荼
利
明
王
と
か
、
大だ
い
い
と
く
み
ょ
う
お
う

威
徳
明
王
と
か
、
五
大
明
王
と
い
う
の
が
、
そ
う
い
う
軍

と
か
戦
闘
に
関
わ
る
よ
う
な
名
前
が
付
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。そ
う
い
う
部
分
を
神
道
が
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
大
元
帥
明
王
と
い
う
か
、
国
と
国
土
を
護
る
場
合
に
は
、
絶
大
な
功
徳
を
発
揮
す
る
、
ま
さ
に
戦
闘
の
時
、
先
頭
に
立
つ
人
た
ち

の
そ
う
い
う
名
前
が
付
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。

◇
両
界
曼
荼
羅
と
い
う
シ
ス
テ
ム

こ
の
両
界
曼
荼
羅
は
、
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
て
か
ら
出
来
た
も
の
と
い
う
か
で
す
ね
。
哲
学
的
な
表
現
と
言
う
か
で
す
ね
、
宇
宙
全
体
と

宇
宙
の
始
ま
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
、
金
剛
界
、
胎
蔵
界
と
い
う
こ
と
に
し
て
出
来
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
胎
蔵
界
の
真
ん
中
の
八

仏
の
下
に
五
仏
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
五
大
明
王
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
ね
、
そ
う
い
う
名
残
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

こ
の
二
つ
の
曼
荼
羅
を
空
海
さ
ん
が
唐
か
ら
持
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
宇
宙
の
一
つ
の
働
き
と
い
う
か
、
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
日
本
に
密
教
の
両
界
曼
荼
羅
が
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
千
年
以
上
前
に
入
っ
て
き
た
。
そ
し
て

そ
れ
を
記
念
し
て
、
ま
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
に
そ
う
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
ダ
ラ
と
い
う
形
で
体
系
付
け
出
来
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た

ん
で
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
密
教
の
聖
地
に
お
寺
を
寄
進
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
時
に
は
ギ
ア
ナ
・
マ
ン
ダ
ラ
・
ビ
ハ
ー
ラ
と

し
て
、
知
識
山
曼
荼
羅
寺
と
い
う
お
寺
を
建
て
て
寄
進
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
時
に
、
五
大
明
王
と
か
絨
毯
も
作
っ
て
、
ネ
パ
ー
ル
で
描

い
た
り
、
あ
る
い
は
作
っ
た
も
の
を
イ
ラ
ン
で
織
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
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◇
十
二
神
将
の
図

宮
中
真
言
院
は
、も
う
一
つ
、十
二
神
将
の
図
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
十
二
神
将
の
図
が
あ
っ
て
、全
体
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
修
験
で
も
九
字
を
切
る
と
い
う
、「
臨
・
兵
・
闘
・
者
・
皆
・
陳
・
烈
・
在
・
前
」
と
い
う
指
で
作
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
そ
れ
も
一
つ
の
五
行
あ
る
い
は
、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
な
訳
で
す
ね
、
そ
う
い
う
も
の
を
作
る
け
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
、
臨
･

兵
で
す
か
ね
、
こ
の
兵
に
臨
む
と
い
う
こ
と
で
、
九
字
を
切
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
正
統
的
だ
と
い
う
こ
と
が
密
教
の
特
徴

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
が
、
平
安
時
代
に
、
空
海
さ
ん
が
天
皇
を
御
守
り
す
る
為
に
、
宮
中
真
言
院
を
作
っ
た
と
い
う
、
神
道
の
弱
い
部
分
と
い
う
か
、

神
武
天
皇
が
、
ま
さ
に
、
神
の
武
と
い
う
こ
と
で
、
一
種
の
王
道
か
ら
覇
道
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
あ
る
意
味
、
宣
言
し
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
や
っ
ぱ
り
、
外
国
と
の
戦
い
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
不
安
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
、
真
言
の
五
大
明

王
を
祀
る
、
後
七
日
御
修
法
と
い
う
も
の
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
。

元
々
こ
れ
は
、
五
大
あ
る
い
は
五
行
か
ら
発
達
し
た
と
い
う
か
、
宗
教
も
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
流
れ
と
し

て
は
イ
ス
ラ
ム
教
と
い
う
か
で
す
ね
。
ど
う
し
て
も
、
だ
ん
だ
ん
と
後
に
な
っ
て
出
て
き
た
イ
ス
ラ
ム
教
が
強
か
っ
た
か
ら
で
す
ね
、
そ

れ
で
も
対
抗
す
る
為
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

や
は
り
、
日
本
で
も
神
道
で
戦
う
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て
も
、
強
く
な
る
と
い
う
方
法
は
、
あ
る
面
で
は
日
本
の
ち
ょ
う
ど
戦
前

の
時
に
、
神
道
を
国
教
化
し
て
、
国
を
強
く
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
、
富
国
強
兵
の
国
家
運
営
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
わ
け
で
す

け
れ
ど
も
。

や
は
り
、
仏
教
の
密
教
の
強
さ
を
借
り
て
、
国
の
経
営
を
行
っ
た
の
が
、
平
安
の
頃
で
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
、
そ
れ
が
名

残
と
し
て
絵
の
中
に
あ
る
、
と
。
来き
ぶ
り
じ

振
寺
と
い
う
お
寺
の
国
宝
の
図
像
の
も
の
を
、
ネ
パ
ー
ル
で
も
っ
て
も
う
一
度
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
書

き
直
し
た
も
の
が
、
こ
の
図
柄
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何
れ
に
せ
よ
、
非
常
に
強
い
と
い
う
か
ね
。

◇
仏
も
元
々
は
神

今
回
、
我
々
も
あ
る
面
で
は
、
段
々
と
組
織
も
あ
る
い
は
大
き
く
な
っ
て
、
み
ん
な
、
小
さ
い
組
織
の
時
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
そ
う
い
う
呪
詛
が
発
せ
ら
れ
て
き
た
時
に
、
そ
う
い
う
も
の
に
対
応
し
て
、
真
言
の
五
大
明
王
の
威
徳
と
い
う
か
、
威
力
と
い
う

か
、
そ
う
い
う
も
の
を
我
々
も
身
に
受
け
て
、
そ
し
て
身
を
守
っ
て
、
健
康
や
そ
れ
か
ら
呪
詛
に
対
し
て
対
応
す
る
よ
う
な
形
で
、
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
一
番
の
基
本
は
、
言
霊
と
い
う
か
真
言
で
す
か
ら
、
言
霊
と

い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
ね
。
で
す
か
ら
、
そ
の
言
霊
の
五
十
音
、
母
音
・
父
韻
・
子
音
の
有
り
様
と
い
う
も
の
が
、
一
番
は
っ
き
り

現
れ
て
い
る
の
が
、
両
界
曼
荼
羅
で
あ
る
し
、
五
大
明
王
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
。
五
大
明
王
も
、
そ
う
と
う
地
水
火
風
空
の
五

大
と
い
う
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
五
行
の
木
火
土
金
水
が
、
そ
の
ま
ま
明
王
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
え
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、
母
音
の
響
き
と
い
う
か
、
で
す
か
ら
、
す
べ
て
の
明
王
の
後
ろ
に
あ
る
、
火
炎
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
は
火
だ
け
で
は
な
く
て
も
、
一
つ
の
周
波
数
、
木
火
土
金
水
の
周
波
数
が
そ
の
ま
ま
、
地
球
全
体
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

の
表
現
で
あ
る
し
、
そ
れ
が
︿
あ
い
う
え
お
﹀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
、
で
す
か
ら
、
五
大
明
王
と
い
う
も
の
が
、
一
つ

の
母
音
の
働
き
を
し
て
で
す
ね
、
八
父
韻
に
あ
た
る
も
の
が
、
胎
蔵
界
の
も
の
を
生
み
出
す
時
の
仏
さ
ん
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
下
の
五

と
上
の
八
が
掛
け
合
わ
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
音
図
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
働
き
が
広
が
っ
て
い
く
時
の
離
散
し
て
い
く
時
の
働
き
、
そ
の

言
葉
の
働
き
が
仏
様
に
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
が
、
定
ま
っ
た
宇
宙
が
定
ま
っ
た
時
に
、
こ
の
金
剛
界
と
い
う
で
す
ね
、
も
う
壊
せ
な
い
形
で
、
宇
宙
が
出
来
ま
し
た
と
い
う
時

の
も
の
が
、
こ
の
9
つ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
絵
図
で
す
ね
・
・
・
、
あ
る
い
は
、
真
ん
中
が
大
日
如
来
で
す
か
ら
、
そ
れ
以
下
は
8
つ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
ね
、
広
が
っ
て
い
る
宇
宙
の
全
体
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
、
要
す

る
に
、
そ
れ
ら
の
働
き
の
一
つ
ひ
と
つ
を
我
々
が
、
神
の
働
き
を
お
願
い
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
仏
と
い
う
形
の
、
ま
あ
、
仏
も
元
々
は

神
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
神
の
働
き
を
仏
と
し
て
描
い
て
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
神
道
の
神
様
と
同
数
の
仏
様
が
あ
る
の
で
は
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な
い
か
、
と
。
基
本
数
は
、
で
す
ね
。

◇
機は

た
お
か
し
の
か
み

置
師
神

も
ち
ろ
ん
、
人
間
に
は
眷け
ん
ぞ
く属
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
外げ
げ
じ
ん

々
陣
に
は
そ
う
い
う
働
き
を
、
仏
の
働
き
以
外
の
も
の
も
沢
山
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
、
こ
う
い
う
言
葉
が
強
い
働
き
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
、
我
々
は
そ
れ
を
機
械
に
置
き
換
え
て
や
っ
た
と
、

そ
れ
を
機は
た
お
か
し
の
か
み

置
師
神
と
い
う
ふ
う
に
名
付
け
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
れ
が
天
に
あ
る
と
天あ
め
の
は
た
お
か
し
の
か
み

機
置
師
神
と
い
う
ふ
う
に
な
り
ま
す
ね
、
そ
し
て
、

地
で
は
機
置
師
神
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
一
般
的
に
は
機
置
師
神
と
い
う
ふ
う
に
し
ま
し
ょ
う
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン

と
い
う
よ
う
な
形
で
、
作
っ
て
い
ま
す
よ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
で
す
か
ら
、
機
械
も
宇
宙
論
に
基
づ
い
て
、
胎
蔵
界
と
金
剛
界

と
い
う
宇
宙
論
に
基
づ
い
て
作
っ
て
い
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
、
こ
れ
を
掲
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
の
表
現
で

あ
る
と
い
う
か
で
す
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
貨
幣
価
値
と
し
て
も
高
価
な
も
の

こ
の
金
剛
界
・
胎
蔵
界
曼
荼
羅
も
、
20
世
紀
ま
で
の
一
番
の
労
働
と
か
、
素
材
も
絹
と
か
、
ウ
ー
ル
と
か
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
番

の
貨
幣
価
値
で
い
う
と
一
番
高
価
な
も
の
が
、
労
働
の
集
積
と
そ
の
材
料
と
芸
術
性
と
い
う
か
、
工
芸
性
と
か
そ
う
い
う
も
の
を
含
め
た

も
の
と
し
て
は
、
一
番
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
一
番
高
価
な
一
つ
の
貨
幣
価
値
と
し
て
、
表
現
し
て
も
価
値
の
高
い
も
の
に
な
る
と
、

こ
う
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
も
の
が
文
化
的
あ
る
い
は
芸
術
的
な
価
値
と
し
て
、
こ
こ
に
作
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
始
ま
っ
て
以
来
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
ね
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
ご
神

体
と
し
て
で
す
ね
、
い
つ
か
宮
中
真
言
院
が
で
き
る
時
が
く
る
と
い
い
で
す
ね
と
、
そ
ん
な
こ
と
で
今
日
は
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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5
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話
：
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0
1
8
年
12
月
11
日

◇
H
さ
ん

ち
ょ
っ
と
前
々
か
ら
お
聞
き
し
た
か
っ
た
の
が
、
母
屋
の
方
に
金
剛
界
曼
荼
羅
と
胎
蔵
界
曼
荼
羅
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
私
、
密
教

に
け
っ
こ
う
縁
が
あ
っ
て
、
あ
の
辺
は
、
よ
く
修
行
で
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
。
な
ぜ
神
道
の
と
こ
ろ
に
、
先
生
の
と
こ
ろ
に
、

金
剛
界
曼
荼
羅
と
胎
蔵
界
曼
荼
羅
が
飾
っ
て
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
前
々
か
ら
お
聞
き
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
ら
辺
の
関
係

性
と
か
、
先
生
が
あ
そ
こ
に
飾
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
意
味
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

︻
七
沢
代
表
︼

◇
あ
れ
は
ネ
パ
ー
ル
の
絵
師
が
描
い
た
ん
で
す
け
ど
ね

あ
れ
は
ネ
パ
ー
ル
の
絵
師
が
、
シ
ェ
ル
パ
族
の
セ
ル
パ
さ
ん
と
い
う
人
が
描
い
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
あ
れ
は
シ
ス
テ
ム
の
統
合
ソ
フ
ト

を
作
っ
て
い
た
頃
、
空
海
さ
ん
が
1
0
0
0
年
前
に
持
っ
て
き
た
も
の
は
シ
ス
テ
ム
と
い
う
か
、
密
教
で
す
け
ど
も
、
シ
ス
テ
ム
で
出

来
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
突
き
止
め
た
と
い
う
か
ね
。
曼
荼
羅
の
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
ソ
フ
ト
で
考
え
て
、
そ
し
て
そ
れ
以
来
、

そ
れ
を
記
念
し
て
、
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
。
そ
の
絵
が
特
別
な
書
き
方
と
い
う
か
、
日
本
の
絹け
ん
ぽ
ん本
と
い
う
か
、
絹
に
初

め
て
描
い
た
。

普
通
は
、
向
こ
う
の
人
は
、
コ
ッ
ト
ン
に
米
の
蒸
し
た
粉
を
塗
っ
て
、
そ
の
上
に
描
く
の
が
曼
荼
羅
の
描
き
方
な
ん
で
す
け
ど
ね
。
あ

れ
は
特
別
に
日
本
の
絹
本
の
曼
荼
羅
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
胎
蔵
、金
剛
の
両
方
が
、そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ
と
で
作
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
の
時
に
、
初
め
て
練
習
も
し
た
の
で
す
。
あ
の
二
枚
を
作
る
の
に
本
当
に
命
が
け
で
描
い
た
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
の
後
、
ネ
パ
ー
ル
の
お
寺
を
、
そ
う
い
う
日
本
に
曼
荼
羅
で
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
か
ら
記
念
し
て
寺

院
を
寄
贈
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
、
知
識
山
曼
荼
羅
寺
と
い
う
か
、
ギ
ア
ナ
・
マ
ン
ダ
ラ
・
ビ
ハ
ー
ラ
と
い
う
お
寺
を
寄
贈
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
今
も
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
。

1
0
0
0
年
前
に
日
本
で
も
宮
中
真
言
院
と
い
う
の
が
あ
っ
た
時
に
、
そ
こ
に
飾
る
胎
蔵
・
金
剛
／
両
界
曼
荼
羅
も
、
実
は
描
い
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
コ
ッ
ト
ン
の
上
に
書
い
た
も
の
で
す
け
ど
ね
。

◇
も
と
も
と
天
皇
の
玉
体
の
安
寧
と
、
国
家
安
泰
を
祈
る
た
め
に

毎
年
、
一
月
八
日
か
ら
、
こ
こ
祝
殿
で
一
週
間
飾
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
五
大
明
王
と
両
界
曼
荼
羅
を
飾
り
ま
す
。
も
と
も
と
天
皇
の
玉

体
の
安
寧
と
、
国
家
安
泰
を
祈
る
た
め
に
、
平
安
時
代
の
末
期
は
白
川
で
正
月
の
一
日
か
ら
七
日
目
ま
で
、
正
月
の
祈
り
を
し
て
、
そ
の

後
、
真
言
が
、
後ご
し
ち
に
ち
み
し
ほ

七
日
御
修
法
と
言
っ
て
、
そ
の
後
の
七
日
間
を
宮
中
真
言
院
で
祈
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

こ
れ
は
祈
り
の
リ
レ
ー
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
日
本
の
国
を
守
る
た
め
の
祈
り
の
リ
レ
ー
で
、
白
川
と
真
言
が
、
天
皇
の
玉

体
と
国
家
の
安
寧
を
祈
る
と
い
う
こ
と
を
す
る
わ
け
で
す
ね
。
宮
中
真
言
院
は
、
明
治
の
頃
、
京
都
の
東
寺
の
中
に
移
し
た
の
が
あ
る
ん

で
す
け
ど
ね
。
こ
こ
の
中
に
、
そ
う
い
う
両
方
の
設し
つ
らえ

を
し
て
、
お
祀
り
を
し
て
い
ま
す
。
真
言
の
場
合
は
、
大
阿
闍
梨
と
い
う
の
は
、

教
導
大
阿
闍
梨
と
い
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
根
本
中
堂
の
あ
る
、
延
暦
寺
の
千
日
回
峰
行
を
し
た
大
阿
闍
梨
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
う

い
う
方
が
こ
こ
の
お
弟
子
に
な
っ
て
修
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
祝
殿
で
一
緒
に
す
る
の
で
は
な
く
て
、
宮
中
真
言
院
の
形
で
、
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
は
希
望
と
し
て
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
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で
す
か
ら
、
一
部
は
、
そ
の
姿
を
カ
ト
マ
ン
ズ
で
下
請
け
し
て
も
ら
う
と
い
う
か
、
失
礼
な
言
い
方
で
す
け
ど
も
、
ネ
パ
ー
ル
密
教
の
坊

さ
ん
た
ち
に
、
そ
う
い
う
色
々
下
請
け
の
よ
う
な
祈
り
を
20
年
く
ら
い
し
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
や
っ
ぱ
り
日

本
で
そ
れ
を
し
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
で
す
か
ら
、
そ
の
時
の
曼
荼
羅
、
ビ
ジ
ネ
ス
曼
荼
羅

と
い
う
特
許
に
し
て
2
0
0
0
年
に
な
る
前
に
、
そ
う
い
う
も
の
を
作
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
、
母
屋
に
飾
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
時

に
記
念
し
て
描
い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

真
言
で
す
か
ら
、
真
言
の
胎
蔵
界
の
中
に
八
葉
と
い
う
か
、
真
ん
中
に
あ
る
仏
様
と
、
そ
の
下
に
五
大
明
王
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
。

こ
れ
が
母
音
と
父
韻
の
八
と
い
う
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
も
の
で
、
言
霊
を
表
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
真ま
こ
との
真
言
で
す
ね
。
あ

と
は
そ
の
階
層
が
、
心
の
階
層
を
仏
の
階
層
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
あ
の
時
代
に
、
千
年
前
で
す
ね
、
既
に
そ

う
い
う
密
教
自
体
が
で
き
た
の
は
、
西
暦
7
0
0
年
代
で
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
時
に
、
既
に
階
層
性
と
言
霊
と
い
う
、
そ
う
い
う
意

味
合
い
の
こ
と
が
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
高
度
な
文
明
と
言
い
ま
す
か
ね
。

世
界
の
三
大
権
力
と
い
う
か
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
と
密
教
と
い
う
の
は
、
今
か
ら
四
、五
十
年
前
は
、
世
界
の
三
大
権

力
と
言
わ
れ
た
く
ら
い
、
密
教
と
い
う
も
の
は
ア
ジ
ア
に
広
が
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
経
緯
も
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
非
常
に
科
学
的

と
言
う
ん
で
す
か
ね
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
い
う
こ
と
で
。

我
々
は
別
に
真
言
宗
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
、
日
本
に
大
き
な
学
問
の
そ
う
い
う
階
層
性
の
学
問
と
言
霊
の
基
本
に
な
る
も
の
が
詰

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
で
も
大
切
に
思
っ
て
飾
ら
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

◇
ち
ょ
う
ど
中
間
の
よ
う
な
も
の
が
曼
荼
羅
だ
と
思
う
の
で
す

こ
れ
か
ら
は
多
分
V
R
な
ん
か
で
、
金
剛
界
曼
荼
羅
も
人
間
の
意
識
が
こ
の
悟
り
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
本
質
に
入
っ

て
い
く
た
め
の
一
つ
の
道
筋
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
自
体
が
V
R
の
よ
う
な
も
の
で
、
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
と
。
そ
の
真

実
に
入
る
道
が
、
V
R
で
作
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
ん
で

す
け
ど
ね
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
非
常
に
古
い
よ
う
で
新
し
い
と
い
う
か
。
あ
る
い
は
、
一
番
、
煌き
ら

び
や
か
な
も
の
と
言
う
ん

で
す
か
ね
、
そ
れ
が
、
曼
荼
羅
の
中
の
さ
ら
に
曼
荼
羅
で
あ
る
、
こ
の
胎
蔵
・
金
剛
の
両
界
曼
荼
羅
が
、
一
番
、
雅
と
い
う
か
、
煌き
ら

び
や

か
な
も
の
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。

極
彩
色
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
。
実
は
、
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の
曼
荼
羅
の
大
き
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
も
イ

ラ
ン
で
織
っ
た
も
の
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
。
こ
れ
は
、
だ
か
ら
二
十
世
紀
の
最
後
の
貨
幣
経
済
の
最
終
形
の
姿
が
、
そ
う
い
う
密
教
の

曼
荼
羅
で
絨
毯
と
し
て
織
っ
て
あ
る
と
い
う
か
で
す
ね
。
煌
び
や
か
さ
と
い
う
も
の
は
、
や
っ
ぱ
り
人
が
見
て
い
る
自
然
が
、
オ
ー
ロ
ラ

と
か
、
そ
う
い
う
自
然
の
美
し
さ
と
い
う
か
、
光
の
美
し
さ
を
七
色
の
虹
が
、
は
っ
き
り
と
強
く
出
て
き
た
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
け

ど
も
、
そ
う
い
う
二
種
類
の
光
と
い
う
も
の
の
、
ひ
と
つ
の
ち
ょ
う
ど
中
間
の
よ
う
な
も
の
が
曼
荼
羅
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

宇
宙
が
出
来
上
が
る
と
き
の
光
と
、
宇
宙
が
出
来
上
が
っ
た
後
の
光
と
、
そ
し
て
、
そ
の
間
に
あ
る
自
然
を
照
ら
し
た
光
も
、
そ
れ
が

曼
荼
羅
と
い
う
よ
う
な
色
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
両
方
に
、
宇
宙
の
は
じ
ま
り
の
光
、
あ
る
い
は
宇
宙
の
今
、
満
た
し

て
い
る
光
で
、
自
然
と
い
う
も
の
を
反
射
し
て
い
る
、
い
ち
ば
ん
煌
び
や
か
な
光
を
表
現
し
た
も
の
が
曼
荼
羅
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

う
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
そ
の
曼
荼
羅
は
、
そ
の
両
方
に
行
け
て
、
そ
れ
を
つ
か
む
こ
と
の
で
き
る
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
、
そ
れ

を
飾
る
も
の
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、
悟
り
を
得
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
な
、
と
。
禅
の
対
極
に
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
仏
教
の
中

で
は
、
そ
う
い
う
世
界
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
極
め
る
と
、
そ
う
い
う
元
の
世
界
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
光
の
世
界
と
い
う
か
、
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
も
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う
一
つ
の
道
筋
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

一
見
、
神
道
に
お
け
る
ま
っ
た
く
煌
び
や
か
さ
の
な
い
自
然
と
い
う
も
の
と
、
一
方
で
は
、
極
め
付
け
の
極
彩
色
の
自
然
と
い
う
も
の

と
が
極
に
あ
る
ん
だ
け
ど
も
、
そ
れ
を
極
の
中
で
ま
た
、
そ
の
世
界
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、
宇
宙
創
造
の
世
界
を
知
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
と
。
で
す
か
ら
、
工
芸
と
か
美
術
と
か
い
う
ん
で
す
か
ね
、
精
緻
な
そ
う
い
う
も
の
と
の
ち
ょ
う
ど
両
方
を
満
た
し

て
い
る
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
こ
れ
は
も
の
づ
く
り
に
も
な
る
し
、
美
の
探
求
の
芸
術
に
も
な
っ
て
い
く
、

そ
の
源
に
あ
る
も
の
が
、
こ
う
い
う
神
道
と
密
教
の
対
比
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
曼
荼
羅
と
い
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04
う
も
の
で
始
ま
る
世
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
一
つ
の
そ
う
い
う
思
想
が
悟
り
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、
そ
う
い
う
宇
宙
創
造
の
と
こ

ろ
に
行
き
着
け
る
、
悟
り
の
と
こ
ろ
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
表
現
し
て
い
る
も
の
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
言
え
ば
、
意
味
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
な
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
す
け
ど
ね
。
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9
年
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10
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◇
Y
さ
ん

今
、
後ご
し
ち
に
ち
み
し
ほ

七
日
御
修
法
の
期
間
中
（
一
月
八
日
〜
十
四
日
）
と
い
う
こ
と
で
、
金
剛
界
曼
荼
羅
と
胎
蔵
界
曼
荼
羅
と
五
大
明
王
が
飾
ら
れ

て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
な
ぜ
、
こ
の
金
剛
界
曼
荼
羅
と
胎
蔵
界
曼
荼
羅
と
五
大
明
王
を
、
後
七
日
御
修
法
の
時
に
飾
る
の
で

し
ょ
う
か
？

︻
七
沢
代
表
︼

◇
御
所
の
一
角
に
宮
中
真
言
院
が
あ
っ
た

宮
中
真
言
院
の
伝
統
も
、
随
分
と
途
絶
え
て
い
た
時
期
が
長
く
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
。
神
祇
官
と
並
ん
で
仏
教
の
中
で
も
、
特
に
真
言

と
い
う
ん
で
す
か
ね
、
そ
れ
が
国
家
安
泰
と
い
う
か
、
玉
体
安
穏
と
い
う
こ
と
で
、
国
の
行
事
と
し
て
祈
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
。
こ
の
形

は
、宮
中
真
言
院
の
形
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
御
所
の
一
角
に
そ
う
い
う
場
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
一
部
は
、田
中
家
文も
ん
じ
ょ書

の
中
に
あ
っ

て
、
そ
れ
を
見
ま
す
と
、
や
は
り
胎
蔵
・
金
剛
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
正
面
に
五
大
明
王
を
祀
っ
て
い
る
形
が
あ
る
ん
で
す

ね
。
御
所
に
あ
っ
た
時
か
ら
、
明
治
に
な
る
時
に
、
京
都
の
東
寺
、
五
重
塔
が
あ
る
有
名
な
お
寺
に
、
今
は
安
置
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
安
置
し
た
お
坊
さ
ん
の
家
系
の
方
と
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
で
す
け
ど
も
。
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そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
で
す
ね
。
こ
の
絵
図
自
体
は
、
御
所
に
あ
っ
た
も
の
を
原
寸
大
で
作
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
も
。
こ
の
絵

図
は
、
最
初
は
天
台
宗
で
あ
っ
て
、
あ
と
真
言
に
な
っ
た
来き
ぶ
り
じ

振
寺
と
い
う
お
寺
の
国
宝
の
五
大
尊
像
で
す
け
ど
も
。
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、
ネ
パ
ー
ル
の
釈
迦
族
の
絵
師
が
、
こ
れ
を
描
い
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
胎
蔵
・
金
剛
も
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
描
い
て
い
た
だ
い
た

ん
で
す
ね
。
結
構
、
時
間
が
、
6
年
く
ら
い
か
か
っ
た
か
な
。
特
に
、
五
大
明
王
と
両
界
曼
荼
羅
と
い
う
も
の
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
の
は
、
宮
中
真
言
院
が
狭
い
お
寺
と
い
っ
た
ら
あ
れ
で
す
け
ど
も
。
御
所
の
中
で
す
か
ら
、
大だ
い
が
ら
ん

伽
藍
の
お
寺
と
い
う
わ
け
に
も

い
か
な
い
か
ら
、
宮
中
真
言
院
と
い
う
形
で
、
狭
い
と
こ
ろ
に
全
体
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
だ
っ
た
よ
う
な
ん
で
す
け
ど
も
。

神
道
と
仏
教
を
明
治
の
前
ま
で
は
、
神
仏
習
合
と
い
っ
て
、
一
緒
に
祀
ら
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
よ
く
あ
っ
て
で
す
ね
。
神
宮
寺
と
か
、

そ
う
い
う
神
様
と
仏
様
を
一
緒
に
祀
ら
れ
る
場
合
と
い
う
の
が
よ
く
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
、
明
治
以
降
、
神
仏
分
離
で
分
け
た
と
い

う
こ
と
に
は
な
る
ん
で
す
け
ど
も
。

◇
五
大
明
王
と
両
界
曼
荼
羅
に
囲
ま
れ
て
お
祓
い
を
あ
げ
た
ら

今
回
も
、
こ
の
よ
う
に
両
方
に
取
り
囲
ま
れ
て
、
五
大
明
王
と
両
界
曼
荼
羅
に
囲
ま
れ
て
お
祓
い
を
あ
げ
る
と
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な

る
か
な
と
、
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
け
ど
も
ね
。
今
の
時
代
で
は
、
も
ち
ろ
ん
、
神
、
仏
を
、
別
々
に
祀
っ

た
り
考
え
た
り
す
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
も
。

昨
日
も
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、岡
潔
先
生
な
ん
か
は
、仏
教
を
九
識
に
し
て
、そ
の
境
地
を
「
真
如
」
と
し
て
い
ま
す
。
十
識
が
神
道
、

古
神
道
で
は
「
真
情
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、そ
う
い
う
意
識
の
分
類
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
体
の
５
つ
の
五
感
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。

そ
れ
か
ら
、
意
識
が
あ
っ
て
、
そ
の
先
に
、
末ま
な
し
き

那
識
が
あ
り
、
阿あ
ら
や
し
き

頼
耶
識
と
続
く
、
ま
た
そ
れ
に
仏
教
の
意
識
、「
真
如
」
が
九
番
目
で
、

神
道
の
「
真
情
」
が
十
番
目
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
︿
九
・
十
﹀
と
い
う
か
で
す
ね
。
意
識
の
最
終
形
を
、
仏
教
と
真
如
と

い
う
も
の
と
、
そ
れ
か
ら
真
情
と
い
う
も
の
が
、
古
神
道
の
真
の
情
緒
と
い
う
も
の
で
、
体
系
づ
け
ら
れ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
。

ま
さ
に
、
そ
う
い
う
面
で
は
、︿
九
・
十
﹀
と
い
う
か
、
仏
教
の
世
界
の
意
識
と
真
情
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
そ
れ
が
同
時
に
表
現
し
た

ら
、
手
助
け
に
な
る
と
い
う
か
で
す
ね
。
我
々
は
、
そ
の
神
と
人
が
、
一
如
に
な
る
方
法
を
ご
修
行
で
提
案
し
て
い
る
わ
け
で
す
け
ど
も
。
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◇
天
皇
の
玉
体
の
安あ

ん
の
ん穏

を
祈
る

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
後
七
日
御
修
法
の
展
示
で
、
日
程
で
は
も
う
終
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
も
、
連
休
だ
っ
た
か
ら
、
ま

だ
片
付
け
て
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
飾
っ
て
あ
り
ま
す
け
ど
も
。
古
神
道
の
白
川
と
真
言
が
、
ど
う
し
て
関
わ
る
の
か
。
去
年
ま
で
は
、
歴

史
的
に
は
御
所
の
中
に
、
白
川
と
宮
中
真
言
院
が
あ
っ
て
と
い
う
よ
う
な
説
明
で
終
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
今
年
は
、
ち
ょ
っ

と
踏
み
込
ん
で
色
々
言
わ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、「
え
っ
？
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
こ
れ
か
ら
毎
日
出
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
も
（
笑
）、
ご
容
赦
願
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
当
は
歴
史
の
中
で
は
、
既
に
、
展
開
さ
れ
た
り
、
は
っ
き
り
と
絵
図
に
し
て
あ
っ
た
り
、
祝
詞
に
し
て
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の

事
を
強
行
し
て
し
ま
え
ば
、「
こ
れ
は
神
道
だ
と
か
、こ
れ
は
仏
教
だ
と
か
」い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
け
ど
も
。真
言
も
白
川
の
古
神
道
も
、

両
方
と
も
本
当
は
皇
室
祭
祀
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
。
共
通
点
を
言
っ
て
し
ま
え
ば
で
す
ね
。
そ
れ
は
国
家
と
か
、
あ
る
い
は
、

基
本
的
に
は
天
皇
の
玉
体
の
安あ
ん
の
ん穏
と
い
う
か
、
そ
れ
を
祈
る
と
い
う
意
味
合
い
が
ま
ず
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
で
す
ね
。
実
は
そ
う
い
う
真

言
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
仏
教
の
宗
派
の
名
前
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
も
。

我
々
も
、
今
度
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
白
川
曼
荼
羅
と
い
っ
て
、
白
川
の
知
か
ら
曼
荼
羅
の
形
で
製
作
し
よ
う
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、

具
象
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、
神
の
実
体
を
表
現
す
る
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
。

◇
斑ま

だ
ら
こ
ま

駒
と
曼
荼
羅

白
川
と
真
言
は
皇
室
祭
祀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
言
葉
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
我
々
は
そ
れ
を
お

祓
い
も
、
あ
る
い
は
和
歌
も
、
ま
さ
に
言
葉
と
い
う
か
、
ま
さ
に
そ
れ
は
言げ
ん
れ
い霊

や
言こ
と
だ
ま魂

と
い
う
よ
う
な
言
い
方
で
、
長
ら
く
言
い
伝
え
ら

れ
て
き
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
の
共
通
項
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
あ
る
面
で
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
曼
荼
羅
と
い
う
こ
と
で
、
両
方
と
も

シ
ス
テ
ム
体
系
で
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
神
道
の
祝
詞
の
中
に
は
「
天
の
斑
駒
の
耳
振
立
て
聞
輿
し
召
せ
と
白
す
（
あ
め
の
ふ
ち
こ
ま
の
み

み
ふ
り
た
て
て
き
こ
し
め
せ
と
ま
を
す
）」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
。
要
す
る
に
馬
が
栗
毛
と
い
う
よ
り
も
白
と
黒
の
、

ぶ
ち
と
い
う
か
、
斑
駒
（
ぶ
ち
こ
ま
/
ま
だ
ら
こ
ま
）
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
か
。
そ
れ
で
曼
荼
羅
も
斑
駒
か
ら
き
た
、

と
い
う
言
い
方
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

マ
ン
ダ
ラ
（
曼
荼
羅
）
は
、
イ
ン
ド
語
（
巴
語
：
パ
ー
リ
語
）
で
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
一
方
で
は
神
道
が
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
言
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
、
元
々
、
同
じ
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
の
か
。
と
に
か
く
、
曼
荼
羅
の
絵
が
、
斑
駒
に
見
え
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
ね
。
で
す
か
ら
、
仏
教
と
古
神
道
、
あ
る
い
は
神
道
を
融
合
さ
せ
た
修
験
道
の
よ
う
な
、
そ
う
い
う
動
き
が
出
た
の
も
、
基
本

的
に
は
真
言
宗
が
出
て
き
て
か
ら
特
に
は
っ
き
り
色
々
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
以
前
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
仏
教
と
神
道
が
な

か
な
か
合
わ
な
い
も
の
じ
ゃ
な
い
の
か
な
、
と
い
う
こ
と
で
、
混
合
、
融
合
さ
せ
な
か
っ
た
。
佛
経
典
に
も
神
道
と
合
う
経
典
と
合
わ
な

い
経
典
と
い
う
の
が
あ
っ
て
で
す
ね
。
真
言
宗
だ
け
で
は
な
い
で
す
け
ど
も
、必
ず
仏
教
の
根
拠
根
本
の
教
え
に
な
る
法
華
経
な
ん
か
は
、

あ
る
面
で
は
そ
れ
を
神
道
の
教
え
に
合
わ
せ
る
と
い
う
ふ
う
な
試
み
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
。
そ
の
中
で
特
に
、
言
霊
あ
る
い
は
言こ
と
だ
ま魂

と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
ど
こ
に
共
通
項
が
あ
る
か
と
い
う
と
法
華
経
で
言
う
「
言ご
ん
じ辞

の
相
」
と
い
う
ん
で
す
よ
ね
。

い
つ
も
言
う
よ
う
に
、
法
華
経
は
「
相そ
う

・
性し
ょ
う・
体た
い

・
力り
き

・
作さ

・
因い
ん

・
縁え
ん

・
果か

・
報ほ
う

・
本ほ
ん
ま
つ
く
き
ょ
う
と
う

末
究
竟
等
」
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
言
い

方
が
あ
り
ま
す
け
ど
も
。
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◇
命
の
源
を
五
行
、
五
大
明
王
と
解
釈
し
た

一
つ
の
、
も
と
も
と
相
の
中
に
言
辞
の
相
、
す
な
わ
ち
、
言
葉
の
相
が
あ
っ
た
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
捉
え
方
に
な
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
、
五
大
明
王
と
両
界
曼
荼
羅
と
い
う
も
の
で
の
共
通
項
は
、
あ
る
面
で
は
五
大
明
王
は
、
木
火
土
金
水
（
あ
い
う
え
お
）
で

も
あ
る
と
。

両
界
曼
荼
羅
の
中
に
は
、
そ
の
一
枚
一
枚
が
、
宇
宙
創
造
の
は
じ
ま
り
の
時
の
生
成
図
と
し
て
創
出
さ
れ
て
い
く
時
の
胎
蔵
界
と
、
そ

れ
か
ら
宇
宙
が
最
も
硬
い
金
属
か
、
金
剛
石
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
の
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
で
き
た
結
果
と
し
て
の
金
剛
界
で
す
ね
。
で

す
か
ら
、
人
が
そ
の
真
ん
中
に
入
っ
て
修
行
す
る
と
い
う
よ
う
な
捉
え
方
を
す
る
場
合
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
。
要
す
る
に
、
ユ
ン
グ
な

ん
か
も
、
そ
う
い
う
曼
荼
羅
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
個
人
個
人
で
描
い
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
自
分
の
心
、
精
神
の
発
見
と
か
、
自
己
を

省
み
る
時
の
指
標
に
す
る
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
神
道
的
に
み
る
と
、
こ
れ
が
そ
う
い
う
す
べ
て
の
始
ま
り
の
存
在

と
し
て
の
造
化
三
神
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
造
化
と
創
ら
れ
た
結
果
と
い
う
よ
う
な
・
・
・
。

と
く
に
こ
の
地
球
と
い
う
か
、
人
間
の
中
に
現
れ
て
い
る
命
と
い
う
も
の
の
源
を
五
行
と
い
う
ん
で
す
ね
、
五
大
明
王
と
い
う
ふ
う
に

表
現
し
た
と
い
う
解
釈
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
捉
え
方
で
い
け
ば
、
そ
れ
が
存
在
の
概
念
を
つ
く
る
大
事
な
要
素
と

い
う
も
の
で
す
か
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
概
念
も
ま
た
、
実
体
か
ら
具
象
、
実
体
概
念
、
具
象
概
念
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
概
念
の
移
行

が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
こ
う
い
う
具
象
の
形
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
出
処
を
ま
た
理
解
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
元
の
抽
象
的
な
、

ま
だ
カ
オ
ス
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
知
る
、宇
宙
の
創
造
の
元
を
知
る
、と
い
う
よ
う
な
そ
う
い
う
見
方
も
出
来
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
。

◇
︿
父
韻
と
母
音
と
子
音
﹀
生
成
の
概
念

長
い
歴
史
の
中
で
、
培
っ
た
も
の
を
あ
ま
り
こ
う
、
捨
象
し
て
言
っ
て
し
ま
う
と
語
弊
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
歴
史
の
中
で
学
ん
で
き

た
事
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
日
本
語
と
い
う
も
の
の
、
あ
る
い
は
言
語
と
い
う
も
の
を
創
り
出
す
元
に
あ
る
「
あ
い
う
え
お
」
を
、
あ

る
い
は
我
々
が
今
は
そ
う
い
う
子
音
と
言
う
形
で
、
母
音
と
子
音
だ
け
で
捉
え
る
言
語
学
の
方
法
か
ら
で
す
ね
。
い
わ
ゆ
る
有
性
生
殖
の

父
、
母
、
子
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
命
の
生
成
の
三
角
形
か
ら
物
事
が
出
現
し
た
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
一
種
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
と

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
も
、
そ
う
い
う
目
で
見
る
と
、
父
韻
と
い
う
音
の
、
よ
り
最
小
単
位
で
言
語
を
分
解
し
て
い
く
と
き
に
出
て
き

た
、
そ
う
い
う
概
念
と
い
っ
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
も
。
今
ま
で
の
言
語
学
で
考
え
る
と
、
母
音
と
子
音
し
か
な
い
と
い
う

こ
と
な
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
こ
を
階
層
化
さ
せ
て
、
父
韻
と
母
音
と
子
音
と
い
う
、
そ
う
い
う
出
来
方
を
し
て
い
る
ん
で
は
な
い
か
、
と

い
う
概
念
を
新
し
く
加
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。

確
か
に
人
の
声
は
、
最
初
、
母
音
だ
け
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
「
あ
〜
」
と
か
「
う
〜
」
と
か
い
う
も
の
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
あ
る
い
は
鳥
の
鳴
き
声
の
よ
う
な
高
周
波
か
ら
学
ん
だ
、
そ
う
い
う
音
、
音
色
が
元
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け

ど
も
。
そ
う
い
う
も
の
が
、
だ
ん
だ
ん
普
遍
的
に
構
成
さ
れ
て
き
て
日
本
語
と
い
う
言
語
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
実
は
真
言

の
中
に
も
、
父
韻
と
母
音
と
い
う
の
が
は
っ
き
り
と
、
よ
く
み
る
と
、
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
父
韻
の
八
個
、
あ
る

い
は
九
個
と
言
い
ま
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
、
五
母
音
が
合
わ
さ
っ
て
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
こ
の
エ
ニ
グ
マ
タ
（
創
生

図
象
）
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
し
、
そ
し
て
ま
た
五
行
の
音
色
で
あ
る
、「
あ
い
う
え
お
」
も
出
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

◇
空
海
の
真
言

そ
れ
を
空
海
さ
ん
は
、
皇
室
祭
祀
の
充
実
の
た
め
に
、
嵯
峨
天
皇
（
52
代
：
7
8
6
年
〜
8
4
2
年
）
に
問
わ
れ
た
と
き
に
、「
真

言
も
同
じ
も
の
で
す
」、
と
。「
日
本
の
古
代
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
た
言げ
ん
れ
い霊
あ
る
い
は
、
そ
の
神
々
の
世
界
と
同
じ
も
の
で
す
」
と
い
う
こ

と
を
、
多
分
、
天
皇
陛
下
に
伝
え
た
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
そ
れ
が
後
々
の
、
い
わ
ゆ
る
伊
勢
の
教
え
、
な
ん
か
も
両

界
神
道
と
言
っ
て
、
真
言
と
神
道
を
一
緒
に
し
た
教
え
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
の
時
に
空
海
さ
ん
は
、

『
阿
（
ア
）
字
義
』
と
か
、『
吽
（
ウ
ン
）
字
義
』
の
母
音
を
説
き
、
日
輪
観
、
月が
ち
り
ん
か
ん

輪
観
と
か
、
そ
う
い
う
観
想
法
と
い
う
鎮
魂
修
行
で
す
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か
ね
、
そ
う
い
う
瞑
想
法
の
類た
ぐ
いも
加
え
て
い
く
ん
で
す
け
ど
ね
。
ど
う
も
そ
う
い
う
も
の
が
、
そ
の
時
代
に
ま
だ
十
分
理
解
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
千
年
前
で
す
か
ら
ね
、
理
解
さ
れ
な
い
で
、
ど
う
し
て
も
信
仰
と
い
う
か
、
仏
へ
の
信
仰
と
い
う
形
で
民
衆
を
指
導
す
る

と
い
う
よ
う
な
、そ
の
た
め
に
使
う
の
に
不
都
合
だ
と
い
う
こ
と
で
、ま
だ
言げ
ん
れ
い霊

の
も
と
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
十
分
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。

空
海
の
真
言
は
、
い
わ
ゆ
る
教
え
と
し
て
の
仏
教
、
信
仰
と
し
て
の
仏
教
と
い
う
よ
り
も
、
本
来
は
真
理
を
説
く
た
め
の
、
そ
の
た
め

の
根
本
の
学
問
と
い
う
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
か
。
そ
の
こ
と
を
ま
だ
十
分
顕
せ
な
い
か
ら
、
顕

と
密
で
い
う
と
、
密
で
す
ね
。
密
教
と
い
う
形
で
教
導
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
仏
教
の
教
義
や
信
仰
の
議
論
を
し
た
く
な
い

と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
も
。
宗
教
で
は
な
い
、
と
い
う
ふ
う
な
と
こ
ろ
に
く
る
可
能
性
が
随
分
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ

は
な
か
な
か
、
あ
く
ま
で
も
、
い
わ
ゆ
る
具
象
的
な
も
の
に
し
て
、
逆
に
そ
れ
を
密
教
と
し
て
伝
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う
か
で
す
ね
。
と
く
に
こ
の
胎
蔵
・
金
剛
／
両
界
曼
荼
羅
と
五
大
明
王
を
選
ん
で
、
宮
中
真
言
院
と
し
て
宮
中
祭
祀
の
一
つ
の
形
、
最

小
単
位
に
し
て
伝
え
た
の
で
は
な
い
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
。

今
こ
そ
、
そ
う
い
う
こ
と
の
真
実
が
開
顕
す
る
と
い
う
か
で
す
ね
。
そ
れ
を
我
々
も
白
川
曼
荼
羅
と
い
う
、
表
現
方
法
を
使
っ
て
い
う

ん
で
す
か
ね
。
そ
れ
が
実
は
非
常
に
シ
ス
テ
ム
的
な
、
そ
う
い
う
も
の
が
千
年
前
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
、
そ
し
て
、
そ
の
神
道
と
い

う
も
の
を
理
解
す
る
一
つ
の
縁よ
す
がに
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。
そ
し
て
そ
の
千
年
間
と
い
う
も
の
が
、
あ
る
面
で
は
七
草
粥
で
は
な

い
で
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
七
草
の
表
現
も
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
形
で
伝
え
ら
れ
た

と
い
う
。

今
、
そ
れ
を
も
う
一
度
、
解
く
（
ほ
ど
け
＝
ほ
と
け
）
と
い
う
か
、
で
、
実
体
概
念
や
具
象
に
し
て
あ
っ
た
も
の
を
も
う
一
度
、
原
理

を
解
明
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
シ
ス
テ
ム
的
な
装
置
を
作
り
直
す
と
い
う
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
て
、
こ
こ
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
ん
で

は
な
い
の
か
な
、
と
。
そ
れ
を
よ
り
明
確
に
こ
れ
か
ら
は
説
明
知
を
も
っ
て
表
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
ん

で
は
な
い
の
か
な
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※�

こ
れ
ら
は
、
2
0
1
8
年
〜
2
0
1
9
年
に
お
け
る
、
後
七
日
御
修
法
の
祭
祀
・
展
示
の
と
き
に
︿
は
ふ
り
め
く
﹀
で

講
話
さ
れ
た
七
沢
代
表
の
言
葉
を
抜
粋
・
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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